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2.1  外 力 関 係  

2.1.1  潮位観測 

1)  調査結果で確認する指標と現象 

(A)  指標 

 潮位の計画値  

 

(B)  現象 

 潮位の観測値が計画値と異なっていないか確認する。  

 

 

 

 

 

 

 

2)  調査位置 

 近隣で潮位の連続観測を実施している宮崎港検潮所(宮崎港湾・空港整備事務所実

施)とする。  

 

3)  調査時期 

 通年(1～12 月)とする。  

 

4)  調査結果の整理方法 

 宮崎港で観測された潮位（海抜(T.P.)）データを用いて、最高潮位、朔望平均満潮

位、平均潮位、朔望平均干潮位を整理して指標範囲と比較する。  

  

計画変更につながる可能性がある現象 計画変更の必要がある理由

　潮位の観測値及び観測統計値(5～10年程度)が、
　計画値と異なる。

・計画潮位を用いて設定している目標浜幅では不足
する可能性がある。
・計画潮位を用いて設定している施設の性能・安定性
が確保できない。
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5)  指標範囲の検討 

 指標タイプは基準値とする。  

 基準値は、“周辺海岸・港湾の潮位条件を収集し、国土交通省としての連携を図

るために宮崎港湾・空港整備事務所で設定されている潮位条件を適用すること（出

典：平成 20 年度宮崎海岸侵食対策検討業務報告書）”とされており、これを用い

る。  

 

表－ 2.1 宮崎海岸周辺の潮位条件一覧（単位：T.P.m） 

項目  直轄宮崎海岸  

既往最高潮位(計画高潮位) 
H.H.W.L. 

2.42 
(1980(S55).9.11 生起) 

朔望平均満潮位  
H.W.L. 

1.09 

平均潮位  
M.W.L. 

0.15 

朔望平均干潮位  
L.W.L. 

-0.98 

備考  新標高  

出典 
国土交通省宮崎港湾空港整備事務所の 

港湾工事用水準面 

※新標高：2000 年度測量成果     

出典：宮崎海岸侵食対策検討業務 報告書，平成 21 年 3 月((株)アイ・エヌ・エー) 

 

 

 振れ幅は宮崎港における 1983(S58)年～2011(H23)年までの潮位観測記録より年平

均潮位の標準偏差を算出し、それを基準値に対する振れ幅とする。  

 

表－ 2.2 年平均潮位の振れ幅（標準偏差） 

観測地点 期間 振れ幅（標準偏差） 

宮崎港 1983.1～2011.12 0.08m 
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6)  調査結果と指標範囲の比較結果 

 2020(R2)年は、範囲内であった。  

 なお、2019(R1)年は範囲内、2018(H30)年は朔望平均干潮位が範囲外↓であった。 

 

 

 

表－ 2.3 潮位に関する指標範囲との比較結果 

指標 

指標に設定する変動範囲及び振れ幅 観測値(T.P.m) 調査結果

と指標範

囲の比較

結果 

計画値 

(T.P.m) 

振れ幅 

(標準偏差,m) 

指標範囲 

(計画値±振れ幅,T.P.m) 

【2018(H30)】

2018.1 

～2018.12 

【2019(R1)※】

2019.1 

～2019.12 

【2020(R2)】

2020.1 

～2020.12 

既往最高潮位 

(H.H.W.L.) 

2.42 
(1980(S55). 
9.11 生起) 

－ 2.42 1.73 1.45 1.38 範囲内

朔望平均満潮位 

(H.W.L.) 
1.09 

0.08 

1.01～1.17 1.04 1.15 1.14 範囲内

平均潮位 

(M.W.L.) 
0.15 0.07～0.23 0.14 0.21 0.20 範囲内

朔望平均干潮位 

(L.W.L.) 
-0.98 -1.06～-0.90 -1.07 -1.00 -1.00 範囲内

 

※2019(R1)年の宮崎港の観測潮位は、2 月～10 月にかけてデータが正常に取得されて

いない状況であったため、油津（気象庁）の観測潮位から推定(2019/2/16 07:00～11/1 

06:00 の期間)した値を用いている。  
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≪参 考 年平均潮位の経年変化（近隣験潮所データとの比較）≫ 

 宮崎港における潮位観測記録のふれ幅は、近隣の油津港検潮所、土佐清水港検潮所の同期間

(2003～2011 年)における年平均潮位の振れ幅と同様である(表－  2.4)。  

 年平均潮位の年変動の傾向も類似している。なお、2020(R2)年は、前年に比べて宮崎港は低かっ

たが、油津港検潮所、土佐清水港検潮所は高くなっており傾向が異なっているが、このような

単年での逆傾向は、2004(H16)年、2008(H20)年にも確認されている(図－  2.1)。  

 以上より、2020(R2)年に宮崎港検潮所で観測されている潮位は、特異な傾向を示したものでは

ないと考えられるが、引き続き近隣験潮所データとの比較を実施して年変化を確認していく。 

 

表－ 2.4 年平均潮位の振れ幅の近隣検潮所との比較 

観測地点 期間 振れ幅（標準偏差） 

宮崎港 2003.1～2011.12 0.03m 

（参考）油津 2003.1～2011.12 0.03m 

（参考）土佐清水 2003.1～2011.12 0.03m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.1 年平均潮位の近隣検潮所との比較 

 

 

  

2020 
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3.2.2  汀線の短期変動量 

1)  調査結果で確認する指標と現象 

(A)  指標 

 汀線変化  

(B)  現象 

 計画検討の前提条件として用いている汀線の短期変動幅 25m が、データの蓄積に

よって大きな変化が生じないか確認する。 

 

 

 

 

 

 

2)  調査位置 

 カメラ観測を実施している一ツ瀬川左岸、大炊田海岸④、石崎浜②とする。  

 なお、対策の進捗により、定点固定カメラの追加設置を検討する。  

 

 

3)  調査時期 

 短期的な汀線変動を把握するため通年、毎正時とする。  

 ただし、画像解析調査の特性上、現状ではデータ取得は昼間(7 時～18 時)に限ら

れている。  

 

 

4)  調査結果の整理方法 

 直轄海岸事業以降及び当該年度に実施されたカメラ観測より、各観測地点、各年

について、年平均・最少・最大浜幅を算定し、年平均から最小・最大の差分から

後退量及び前進量の年短期変動量を算定する。 

 その年短期変動量について、地点・期間を通じた平均を整理し、指標範囲と比較

する。  

 

  

計画変更につながる可能性がある現象

　台風等での短期的な地形変化が、既往の調査
　結果より大きい。
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5)  指標範囲の設定 

 指標タイプは基準値とする。  

 基準値は、汀線の短期変動量について基準書等に明確な設定方法はない。  

 そこで、宮崎海岸では、2006(H18)年 1 月より定点固定カメラによる日毎の汀線観

測が実施されているため、そのデータを用いて、直轄海岸事業開始以前の

2006(H18)年 1 月～2007(H19)年 12 月の観測結果より、汀線の短期変動量を設定し

た。  

 各観測地点、各年について年平均・最少浜幅位置を算定し、年平均からの後退量

について 3 地点・2 年間を通じて平均した量を指標範囲とする。  

 ここで設定している汀線後退の短期変動量 25m は計画の前提条件として用いて

いる。  

 

表－ 3.55 カメラ観測による汀線の短期変動に関する指標範囲 

 
 

表－ 3.56 既往検討による汀線の短期変動幅 

既往研究成果※によると、宮崎海岸に近い環境（太平洋側で構造物の無い細砂の海岸）におけ

る 30 年確率の汀線後退量は 25ｍと推定された結果がある。これは、汀線の短期的な変動を確

率的に考えた場合の数字であり、上記に示した宮崎海岸における汀線の短期変動量と設定方法

は異なるが、同程度の数字となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

※福島ら  (2000) ，海岸保全施設としての砂浜の確率論的手法による変動量評価，第 47 回海工論文集，

pp.701-705．  

 

  

指標範囲

2006 2007 2006 2007

一ツ瀬左岸 144 147 122 111 -22 -37

大炊田③ 50 47 29 17 -21 -30

石崎浜① 45 35 23 14 -22 -21

観測地点

2006年 2007年

年最少年平均

浜幅(m)
年別短期変動量(m)

-25

2006～2007年平均

短期変動量(m)
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6)  調査結果と指標範囲の比較結果 

 範囲内であった。  

 

 

表－ 3.57 カメラ観測による汀線の短期変動に関する指標範囲との比較結果 

年度  調査位置  調査実施状況  調査結果と指標範囲の比較結果

2020(R2) 
一ツ瀬川左岸 

大炊田海岸③ 

石崎浜①  

2006(H18)年 1 月 
～2020(R2)年 12 月  

範囲内  
（下表参照）  

 

表－ 3.58 カメラ観測によるブロック毎の汀線の短期変動と指標範囲の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カメラ観測地点 

調査結果と指標範囲の比較結果

一ツ瀬左岸 -22 -37 -24 -43 -25 -31 -22 -20 -14 -11 -19 -18 -25 -19 -21

大炊田③ -21 -30 -17 -23 -13 -11 -6 -11 -19 -15 -17 -24 -19 -13 -11

石崎浜① -22 -21 -16 -18 -13 -22 -11 -4 -3 -7 -6 -7 -3 -1 -2

-25 -17

2006～2020年平均
短期変動量(m)2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

観測地点

指標範囲

2006～2007年平均
短期変動量(m) 2014年

年別短期変動量(m)
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図－3.17 カメラ観測による浜幅の日変動状況 

（2006(H18)年 1 月～2020(R2)年 12 月）  

A 

B 

カメラ観測地点 

C 

D 

A 

B C D

浜幅 

T.P.0m

カメラ 
T.P.0m 時の 

汀線までの距離 

浜幅基線 

までの距離 

浜幅基線 

<浜幅の定義>

※宮崎海岸の侵食対策の目標浜幅：50m 
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4.7  昆  虫  

1)  調査結果で確認する指標と現象 

(A)  指標 

 昆虫の重要種、分布特性 

 

(B)  現象 

 昆虫類重要種が見られなくなっていないか確認する。 

 

計画変更につながる可能性がある現象 

昆虫の出現状況が、既往の調査結果と異なる。 

 

2)  調査位置 

 宮崎港～小丸川(広域 8 地点)とする。 

 

 

3)  調査時期 

 昆虫の生態を考慮して 2 回/年(幼虫(4 月)、昆虫(7-8 月))とする。 

 事業の効果・影響の発現が即時性を伴わない項目として、5 年おきの調査とする。 

 

 

4)  調査結果の整理方法 

 任意採集法、ライトトラップ法、ベイトトラップ法による調査を実施し、出現種

を整理する。 

 既往調査結果から整理した「宮崎海岸に存在する重要種」が出現していたかどう

か確認する。 
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5)  指標範囲の検討 

 指標タイプは基準値とする。 

 2008(H20)年度及び 2009(H21)年度調査結果より、下記の選定基準に基づき昆虫

類重要種を選定する。 

 

Ⅰ：国・県・市指定の天然記念物・特別天然記念物 

国天然：天然記念物、国特天：特別天然記念物、県天然：県天然記念物、 

市天然：市天然記念物 

Ⅱ：「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1992 年） 

国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、 

特定：特定国内希少野生動植物種、危急：危急指定種 

Ⅲ：「レッドリスト」 昆虫類（環境省 2007 年） 

EX：絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、 

DD：情報不足 

Ⅳ：「宮崎県版レッドリスト（2007 年度改訂版）」（宮崎県 平成 20 年） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、OT：その他保護上重要な種 

 

 

6)  調査結果と指標範囲の比較結果 

 2020(R2)年度は指標範囲内であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※環境省レッドリスト改訂（2015 年、2020 年）および宮崎県版レッドリスト改訂

（2010 年度、2015 年度）により、既往調査結果から一部数値が変わっている 

図－ 4.30 重要種確認種数 
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4.8  鳥  類  

4.8.1  鳥類調査 

1)  調査結果で確認する指標と現象 

(A)  指標 

 鳥類の出現状況 

 

(B)  現象 

 鳥類の出現状況が、既往の調査結果と異なっていないか把握する。 

 

計画変更につながる可能性がある現象 

鳥類の出現状況が、既往の調査結果と異なる。 

 

2)  調査位置 

 宮崎港～小丸川(広域：3 定点を含む) 

 調査範囲を見晴らせる地点(河川河口部等)では一定時間とどまって周囲を観察す

る定点観察法、定点観察法では確認しづらい林内などは、踏査ルートを設定し任

意踏査(ラインセンサス)により実施する。 

 

3)  調査時期 

 鳥類の生態(渡り区分)を考慮し、春季、初夏季、夏季、秋季、冬季の 5 回/年とす

る。 

 事業の効果・影響の発現が即時性を伴わない項目として、5 年おきの調査とする。 

 

4)  調査結果の整理方法 

 定点観察法及び任意踏査による観察を実施し、調査地点(定点及び踏査ルート)毎

に出現種数を整理する。 

 河口部等の地形特性及び背後地の海岸保安林の連続性を考慮して設定した定点及

び踏査ルート毎に調査・整理を実施する。 

 整理結果の傾向が既往調査結果と異なっていないか確認する。 

 

5)  指標範囲の検討 

 指標タイプは最大・最小とする。 

 既往調査結果より、一年を通じて確認された鳥類の目名別確認種数を調査領域毎

に整理する。 

 効果・影響の発現が即時性を伴わない項目として今後の調査頻度を低く設定して

いることから、予測値や振れ幅は設定せず、出現種数の最大値、最小値を比較対

象として使用する。 
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6)  調査結果と指標範囲の比較結果 

 2020(R2)年度は、過去の調査結果と比較して、P-1 一ツ瀬川河口、R-4 宮田川南、

R-5 富田浜で出現数が少なくなった。一方、P-3 一ツ葉入江、R-1 一ツ瀬川～石崎

川、R-6 住吉海岸北、R-3 住吉海岸では出現数が多くなった。 

 

■定点観察法 

 

 

 

 

 

 

 

■任意踏査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※目録の改訂により、既往調査結果から一部数値が変わっている 

 

図－ 4.31 鳥類調査結果の経年変化 
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R-1 一ツ瀬川～石崎川 R-2 石崎川～住吉 IC 付近

R-6 住吉海岸北 R-3 住吉海岸 
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4.8.2  コアジサシ利用実態調査 

1)  調査結果で確認する指標と現象 

(A)  指標 

 コアジサシ繁殖状況 

 

(B)  現象 

 鳥類の中で、宮崎県における重要種であり、下記の通り生息環境が特に侵食対策

事業の影響を受けると考えられえるコアジサシの出現状況が、既往の調査結果と

異なっていないか把握する。 

 

計画変更につながる可能性がある現象 

鳥類の出現状況が、既往の調査結果と異なる。 

 

2)  調査位置 

 宮崎港～小丸川とする。 

 

3)  調査時期 

 コアジサシの繁殖時期である 6～8 月に、各月 2 回の調査を実施する。 

 

4)  調査結果の整理方法 

 定点観察法、任意踏査による観察により、コアジサシの繁殖状況を観察する。 

 結果を営巣・繁殖に大きな影響をおよぼす台風の来襲等を踏まえて整理し、既往

調査結果と比較する。 

 近隣の営巣地での繁殖状況に関して情報収集を実施する。 

 

5)  指標範囲の検討 

 指標タイプは基準値とする。 

 営巣・繁殖の有無を指標とする。 
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6)  調査結果と指標範囲の比較結果 

 2020(R2)年に宮崎港～小丸川の範囲において鳥類調査を実施した。6 月の現地調

査時に石崎川河口、富田浜、宮田川南においてコアジサシを家計 73 個体確認し、

宮田川南では海面での採餌行動がみられた。 

 直轄海岸外の小丸川河口において 6 月に左岸で 11 個体（巣の推定数：4）、右岸

で約 100 個体（巣の推定数：50）が確認され、抱卵・餌運び等の行動がみられた。 

情報の出典：令和 2 年度大淀川・小丸川水系河川水辺環境調査（両生類等・鳥類）業務 

 

（参 考） 

・コアジサシ（環境省：絶滅危惧Ⅱ類、宮崎県：絶滅危惧ⅠB 類）は、ほぼ毎年宮

崎海岸周辺に飛来し、時折、砂礫地に大規模なコロニーを形成する（2010(H22) 

年以降は一ツ瀬川河口右岸にて繁殖の保護活動が地元有志団体により行われてい

る）。 

 

≪参考：2019(R1)年度のコアジサシ利用実態調査結果≫ 

 

 現地踏査（令和元年 5 月 11～12 日）・合同現地踏査（令和元年 6 月 6 日）・6 月

期現地調査時に任意観察を行ったが、コアジサシは確認されなかった。 

 毎年行われる地元有志による保全活動において、昨年度繁殖行動が確認された宮

崎港北側の一ツ葉入江周辺でも観察を行ったが、確認されなかった。 

 直轄海岸外の小丸川河口両岸及び小丸川 4.8km 竹鳩潜水橋付近では、令和元年 5

月に最大約 100 個体のコアジサシが確認された。餌運び等の行動が確認されたた

め、営巣はしていると考えられたが、繁殖まで至っていたかは不明である。 

情報の出典：平成 31 年度大淀川・小丸川水系河川水辺環境調査（陸上昆虫類等・植物）業務 

 

≪参考：2018(H30)年度のコアジサシ利用実態調査結果≫ 

 

 2018(H30)年度は、現地踏査時（5 月 15 日）に宮崎港北側の一ツ葉入江（調査地

点外）では 100 個体以上の群れを確認した。（地元有志によるデコイ・シェルター

等の設置あり） 

 コアジサシは一ツ瀬川河口両岸、石崎浜周辺等に繁殖コロニーを形成する可能性

があることを踏まえ、繁殖時期である 6 月のモニタリング調査時の移動時には、

コアジサシの営巣・繁殖状況に留意したが、営巣・繁殖は確認されなかった。 

 工事や自然外力等の要因がコアジサシの営巣・繁殖に影響を及ぼしていると推測

される状況は、確認されなかった。 
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表－ 4.69 コアジサシの利用実態の経年変化(2020(R2)年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一ツ瀬川
河口右岸

一ツ瀬川
河口左岸
（富田浜）

大炊田海岸 石崎川河口
小丸川河口・

河川域
備考

営巣・繁殖 － － － － －

採餌・休憩 － － － － －

営巣・繁殖 ○ ○ － △ －

採餌・休憩 ○ ○ － ○ －

営巣・繁殖 × × － × －

採餌・休憩 ○ ○ － ○ －

営巣・繁殖 ○ ○ － × ×

採餌・休憩 ○ ○ － ○ ○

営巣・繁殖 △ △ － × ×

採餌・休憩 ○ ○ － ○ ○

営巣・繁殖 △ △ － － －

採餌・休憩 ○ ○ － － －

営巣・繁殖 △ △ ○ － △

採餌・休憩 ○ ○ ○ － ○

営巣・繁殖 － ○ × － －

採餌・休憩 ○ ○ × － －

営巣・繁殖 － × × × －

採餌・休憩 ○ ○ × ○ －

営巣・繁殖 × × × × ×

採餌・休憩 × ○ × × ×

営巣・繁殖 × × × × －

採餌・休憩 × ○ × × －

営巣・繁殖 × × × × ×

採餌・休憩 × × × × ×

営巣・繁殖 × × × × △

採餌・休憩 × × × × ○

営巣・繁殖 × × × × ○

採餌・休憩 × ○ × ○ ○

R2 現地調査

　6月に石崎川河口、富田浜、宮田
川南において計73個体の海上の飛
翔・採餌行動を確認した。また、小
丸川河口で営巣・繁殖を確認した。

H30 現地調査

　5月に一ツ葉入江において100個体
以上の群れを確認した。営巣・繁殖
は確認されなかった。

R1 現地調査

　5月、6月コアジサシは確認されな
かった。昨年度繁殖行動が確認され
た宮崎港北側の一ツ葉入江周辺でも
確認されなかった。

H25 ヒアリング

　5月頃から一ツ葉入江や一ツ瀬川
河口、小丸川、大淀川、宮崎港周辺
でも確認されていたが、いずれも飛
来数は少なく、繁殖まで至ったのは
一ツ葉入江や大炊田海岸（既設工事
区域内）のわずかな個体のみであっ
た。

　○：確認（繁殖成功）
　△：確認（繁殖失敗）
　×：確認なし
　－：調査未実施

H26 ヒアリング

　H25年に引き続き飛来数は少な
かった。
宮崎県内では、このほか日向市の小
倉ヶ浜海岸等でコロニーが見られ
た。

H27
現地調査
（個別）
ヒアリング

　海上の飛翔、採餌行動を確認した
が、飛来数は少なかった。繁殖・営
巣は確認されていない。

H28 現地調査

　5月に、一ツ瀬川河口左岸沖で約
50個体が海上を飛翔し、採餌行動を
確認した。繁殖・営巣は確認されて
いない。

H29 現地調査

　5月に一ツ瀬川河口右岸において
コアジサシの飛翔を確認した。営
巣・繁殖は確認されなかった。

H23
現地調査
（個別）

　一ツ瀬川河口（左岸・右岸）で求
愛行動、営巣を確認した。
　7月中旬の台風に伴う高波浪によ
り営巣地が水没したため、繁殖に失
敗。

H24 ヒアリング

　一ツ瀬川河口（左岸・右岸）で求
愛行動、営巣を確認した。
　6月中旬の台風に伴う高波浪によ
り営巣地が水没したため、繁殖に失
敗。

H21
現地調査
（全体）

　３ヶ所で求愛行動等は確認された
が、営巣・繁殖は確認できず。
　営巣地への海岸利用者（釣り、
サーフィン、散歩等）の立ち入り、
四輪駆動車の走行など、人為的な圧
力により営巣地を放棄したと推察さ
れる。

H22
現地調査
（個別）

　一ツ瀬川河口（左岸・右岸）、小
丸川で営巣・繁殖を確認した。
　一ツ瀬川河口では、1回目は繁殖
に失敗したが、2回目に繁殖成功。

確認地点

H19
現地調査
（全体）

　秋季(9月)から現地調査を実施し
ており、コアジサシの渡来時期を逸
しているため確認できず。

H20
現地調査
（全体）

　３ヶ所で営巣・繁殖を確認。
　石崎川河口は、営巣地への海岸利
用者（釣り、サーフィン、散歩等）
の立ち入りなど、人為的な圧力によ
り営巣地を放棄したと推察される。
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≪参考：平成 23 年度までのコアジサシの飛来、営巣、巣立ちの傾向（全国）≫ 

 

表－ 4.70 コアジサシの飛来、営巣、巣立ちの全国集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・環境省がこれまで実施してきたコアジサシの調査結果に基づき、1995 年以降の飛来

数、営巣数と立ち雛数を積算した結果を下図に示す。 

・年ごとの調査箇所数も異なり、把握されていない飛来地や調査地であっても飛来数

が把握できていない場合もあるため、この数字の経年変化が実際の個体数変動を表

しているわけではないが、過去の変動を見ても、不安定さが読みとれる。また、大き

な営巣地の一つにおいて、巣立ち雛数が把握できなかったため、巣立ち率はグラフの

値より若干上がるものと思われる 

・平成 23 年度は、台風による大きな影響があったことも示唆されている。 

 

  
出典：コアジサシ保全方策検討調査委託業務報告書，環境省自然保護局 

 

※ 定点調査は、平成 23 年度で終了
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 2020 R2 11.2m 10 30

11.6m 6.7m

 

 3 2

 

 2020(R2) 5 2 4
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2011(H23) 11.8 m3 8.5 m3 3.3

m3 2014(H26) 4.6 m3 1.3 m3 3.3 m3 2015(H27)

2.4 m3 1.4 m3 1.0 m3 2016(H28) 0.2

m3 0 m3 0.2 m3 2017(H29) 2.4 m3

1.2 m3 1.2 m3 2018(H30) 1.7 m3 0.9 m3

0.8 m3 2019(R1) 2.7 m3 1.3 m3 1.4 m3

2020(R2) 1.6 m3 0.7 m3 0.9 m3

 2020(R2)

 

T.P.+4m  
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2019 (R1) 272 155  

 127 81 71

( 88%)  
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